
我有林苗炯にむける主要缶虫の通航生以次況,綾者状沆をより时らスこナる。｝ ■:. 5：> 

つ点について民間苗炯と国有林萌归との相違を明らか工し,昉斜う基轮?(吶とす,"

2 )ネグザレセンチ ウをど主貶殴虫に・！:る主斐樹神苗木・つ检吿所听％迪玲,・,Fた生た牛 

発生経舟などを明らカイてする。

も)苗大の生洵不貝な苗拓!心”いて寄生双虫か爲密教で検出される場合も少なくない・が,一方, 

その胡度が氏い場合tしばしば以られる。したがって,喫燧症我による.苗・次の被’Eつ真:M欢 

を知歹ためには,ゆ虫と土滅あ原菌との関連統吉をけじめとして,いろいろな面から発生砂E 

の辭析を右、こ歩う必耍カ:ある。

4 )役魚虫頑剤の防除効果ととも亿麼木の生荷に診よぼナ移はの解明。

5 )施虎か・!:ぴ璀肥施用など奇苗手法による寄生嚥虫苗唆の泊忸の検汎
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2 2. のこ:：j璀肥の肥効

1 試験担当者

土礙该生物研究％ :澳时破次 Hlべ定人

2 試哙目的

わカ:国では年耶3 0 。萬conを延える大近の廃貯(.のこ貝,スラワジ,チプブ旧,崩度)が 

生産されているカ:,その多く枝朱利用貢・三として放!性されてん、リ.むしろその処円に困っている 

所さえ少なくない。一方槌林,i果芸方面では.これ诚でQわら,遊焚の透紀は,原科の入手灘・ 

労力〇不足などから,次弟に入手し成くなり,これにかわる製造容以玄仔機質源が強く斐隼され 

ている。

4:研充は,これらの廃け,とくにのこ屑の懺化とその利用,凋発全目的とし一応以下-の項目 

を研究の対魚とするものであるu

1. 廃會の微生物的,化学的あるいは物理的処理方法による唯肥化の研究、

2. 璀肥化に関らナる微生拗粗を探究し,強方な分解茵の余穩,培® 陰観方法の祁究

3. 堆肥分解過程における相成の麦化ならぴに戒品堆肥の化学成分の衍明

4. 堆肥の合理的施与方法ならぴに肥効についての;式験

5. オガ冶堆肥あるいは歷寸の馈生物用培地とLて利用,開拓

3 前年度までの徭過と得られた結果

これまでに,一応廃時に有機質肥料を添加して堆肥化十ることにk均し,1た.製透堆煖用 

いて予備的左肥効試製を実施して,2. 3の知見を得た。その擬理は次のようでるる。

准肥の製造方法

壇材・料:これ唆での多敎の製造例から削沂して.笏1表記載Kよる原は料の組合せが好二しいも 

のと忍われた,

妻中,蠅材"はのこ％ チつブ屑(水分3 0%内外)を対阳としたもので,スラッジ(バルプ廃 

液からとれる細粉樹皮)は水分含彼が6 〇%以上なので,多少乾株させる机乾擞しためこ肩を 

混合・したものを用いる。

なお必要に応じ.添加寸料として,化学肥料,わら,皆血.:鐡・樹カスなども利用する。

械込み:積込みは春から技に行なうことが好性し.く,屋内でほ4 〇 〇 kgfeU-,野外では8 〇 Okg 

以上の原材•料を,内Mをコモで張った木粋の中に.あるいは途中3 QMの髙さごとは薄くわらを 

か・宴せて円錐形に批込む。洗み終ったら雨衣を防ぐため上部をビニール布泰どでお去、いをする。
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才1處廃材環匠の泓材群职合訶台
、•、「遍法

'' A B C D .'S 吸・
為 , l.nリ火 1.0 0 okg 技 CO kg 1.0 j 0 kg

“・ん 1 OOkg 1 〇 okg
1 0 9kg 風花物

米ぬか 55〜m 5 0kg

人糞展 6 5 C必 分舟したものを 用い冬
液 S 4 0 £ 4 W 住友液肥11566

希典て
甫石火 5 kg 5kg

分卵苗 若 干 着 干 若 干 若 干 市阪分賊芭
火(火分) 【55%) (5 5%) 1.0 〇 〇 1.0 0 0 ^

原针捋は卜分混含し,k分ヨ5 5% くらい〔噬く;"!って,水分・が手のひらに找らない程既)工 
れるようにr.・半し左カ:ら加えた後,法込み•を行なう。犬分の加成は,充・懐は左冶するMもm時な 
因子の一つなので.原料粒子の大小’ .唯角 添加剤の我御"ーt邇当に調潦することが必?;で 
ある。
発熱経追ならびに切返し:積込み秘5, 4日糕拔すろと.普湖中心部は6 5 «以上Iこがする 

ので,6()く旦下になったら］1〇〜15日日)•切惡し',すなわち積み(2ごして,犬分を追 
加し,必目出て応じて楽分も加えて(温度カ:十分上らない福合),卜分混舍した後再びM込みを肖 
なち。切返し後2.う日たっと,全优にわたって3 Q "〜7(3 との発知•が兒られる> Iり返I it斗 
:电1回で十分でるるが,1to n以上の場舍は2回行なうことカ;望憶しい、,切返しの前後を洒匚 
て,発熱が65t以上ならほ2週間,6。"°以Eならけ3週司供続すれば,廃甘中の游成分I夕 
ンニン酸など)も消失し,•应土整改良剤として使用虫来る。
保存・管理:婭の完了した隠豚推肥はその後晩カ月用雨のらたらない姒所で保管し,ときわ 

リ瀰な?泮して,乾煥を防ぐとともに後•的の促施をはかり,黒色になった・のを,冬のNにあふ 
いは早春に施用ナる。

なえ、,2. 3型泣堆®の成分分析磧を示すと浏2表のようである。
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花2表 2.3廃对!-Xび條!泄ぞの分折的く陀A )

现 顼
’一・ >

•友会分1 % )
潇考

N :改P Ka 〇
・ 一 !、. • 1'1 5 :0.。 7 0.1 3

问 上 堆 0? 7.2 fi 1.2 0 1.5 0 0. 6 5 裂癖A

丸んぱいが仍(生> 5.0 5 0.2 1 0.0 5 a 1 7
1同上堆紀 6.6 〇 1.2 4 1.3 0 0.7 5 翌莅法A

格用法ならぴに効果:
これまでに実趋した予備蹈の結果,廃例肥の柚用方法,格用垃黑につsては,一虹以・の 

ことがH!われた、,
1.隋用に3いして・は 十分;コ戦％,完熟したものを用い,如用節二組二•に紀・/•・甘る;と「紀 
巨成分の不足しているものは,化学史・(特に窒為肥料)で可化!.て用いろ。’い:'”や泌な 
もの,あるいは肥冲•«分的に不均衡なもOrt, •由々な栄蹄占や病ラの宪土a大「やすい。

2 土蜃V)性幻(,砂角 粘河など)ににじて,〇•1haザリLE〇〜5EQ03也表1〇 
〜3 〇ぐ衙位の肘に锄込む力％地衣i~dcwの叩さにマルチ(地上泌愛)する。
永械性のある卷肥なので,量•初の地用帯は少つユLて,目Mi加する方法かマレしい」多川 

を・招すと乾彊の‘,!沧生じゃすいので,漸«にI廉するか、 マルチとIて命用十る〇
5.糾澱培の母令は,鉢土刀・冲?1,作物の挣賴にItじて,土 c猝& :> 2〜5割§・如えて用いる〇
4.現在次の分野で川いて,住好た桔果か期待されてい如
» 林木苗,煖作物,花介類の堆肥
" 果樹園芸用(,爻,茶・みかん.りんご等)財i书殂甘あろい,tマルヂ用
c だぱこの肥土
d しばの目土用
5.な荆混オ堆肥此堆肥としての効果の抵か,珠水苗・な物の岛"立枯病,炭®糸・純羽纽 

など」c発生を抑副ナる颂向もなられている。咬た馬ふんをY佐とした廃寸推肥は,7カン7 

紿,值うせんか,こん整やくなどの府害禄虫c防止;こも効果の•ちる我典深い钻果も诺られて去. 
り,そG理由め一っとして,廃材堪肥屮に均别した一径の・熱丑大型編中( RhibMio顷) 
か,病・¥線中の幼虫を抽喰し,その活度を波少させるためではないかと推定された。
献
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1. 植村・英安枝術V01・1R ： 4 7 2 — 4 7 4,19 6 5

2. 植村・土と微生物・伝5 ： 9-16,196 5

3. 鳩村,おか屑斐把の裂造と•為用幼％わかりやすい林英研究”;云シリーズ,.：.5 ??«ヽ
19 6 4

4. 植村,山林 K 6 6 6 ： 2 4 - 5 Q 19 6 4

4 41年度の試験計画
一・ノコ州;充切に,有俄む(罚ふん,米ぬかなど)を忝加して:班化する裏注芯見:滋L ::ヴ 

得られたので,41车度涵は,易乞化学肥んと分髀萌を用いて,より安即こ,かつ圧効の大 
きい均ーな璀宏袅造法の研究を行なうこととし,一方これまでの裡造变陀を用いて,関西支桃林 
山針須地管内王野市にえ、ける忿拼地で,林木苗についての肥効試族を実浙十ることにした.。試绶 
計画の槌毙は次のようである。

1. のこ届堆日分綁苗の分緩,培養ならびに,その效生物時得性i’こついての研究
2. 晚獲隔C,體,鋼製法について
5. 岡m県玉車f試险烛匕おけるくろまつ,スラノシュマッ・ひのき,メラノキシロン•アカシア 

についての唯紀肥効試験
痢地:御山果玉野市郊外花崗岩売緒地 海唄〇• 5 ha<関西支編岡山試构也と共冋硏究)
中侦:くろぜつ,スラッシュマッ,ひ而
以上各2年孕苗4 D。不,メラノキシロン・アカ.•,アえ 〇う穴(臨港き)

試也区:1试・国区1尚稀として4べ駿ほ.(各0.125h”,植栽穴または播皿穴4 0 0穴股償・) 
を設け,繰返しなLとし,各試験区に:ついては,次の第3浅のようなA, B, C, Dの堆肥滴 
与区を設:けた。

左:1,、植戏ならぴ圖帽種は,昭和41纬3月下旬に臾您した。
4.の七屑堆度の犯効忒験は,林業分野のみならず,典地および圓芸分町にわでても,その灾枪 

が希望されるものてあって.41年废は,屛林水産技術会燧の援助により,下-記各県の黑华試 
剔弱でのこ屑卷肥の予備的兜効は験あ世施することになった。
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第3表 睦吧您用試後区
小・须Z 曜/E施用方法 備 考

A 推史無施用 植穴(播志穴)は律3 5&»,深 
さ4 Ocmとし・植裁後外周にち 
から粒状固形肥科15 Qクを挣 
与

B 底部+に堆肥6龙混合施与
C 舟理ん"を全部に混公1 施总
D 奴剤・田地耙4£混合施与2纟を上部マルチ る。

2. のこ屑,况M・の,微生物的分解を促進させるための物理的,化/的予処埋c方法を研究寸え 
<例えば熱湯,アルカリ液姗,微1沅素の添加,x線,ア禄の照射女ど)。

3. 堆肥の熟度利定の基也を碌立する〇
4. 土漉の性®！(砂土,粘土,火山段士など)および苗木iたは作物の;更類に足じた魂正・パ用仙

CIOs t ri i iun tho rrnvce 1lun>. Bnc£l】u9 StQc rpt horniopni ma .

Bacillus thermotranslucena

5

1.この旧推阳,スランジ堆吧から・弛ケ:c分松:ぐ明与十;:、と思われる微生物を分招し,その中 
から次の岐幸分解能力c益い茵を週出い純秒培接を火府した。なお,引岫いてこれらの分 
坑苗を用いた接種用培養囲C説覧方法を研究申〇
a好熱傑碾滴分解菌

〇約30独り放射t通株を分液L , Cmel tnnoky培ヾ嵌「で嫩畦适分Nあ力を司定して5芭 
作を選定した。

なお,分滩放針状菌版こついては,杓10冲類の植村削源苗と,その拮抗性を摘査Iた務平 
多く 0薦除れ,洲ん兩源我の生育を时丄止・する頤向が濕められた。

°なお、,こへほか分雞された3 0上知r糸状菌より,回上崎址中G判定によって,皺維気分析カ 
の大!)い5值殊を以出Lた。糸状俟の檢の中Kけ?r i codermn L i^norumか多く uヾ 

れた。
2.岡山以玉野市の堆史肥効・験ちよぴ各殷試で実稀中Q作摘についての肥鏑試験の結咬は,t 

だ開始後臼カ:洩いので時!將Jに垠灿5が完了していない。これらについては,4 2年4月中に 
中間政縄めを夹施する予定

付(id 今後の餅究計両
1.のこ屑堆肥の期退程中,すなわち高塩,中虱 推温に歩いて曲巴分辭に関与する分洒を 
调去し,冬過程中で呆も分济能力の大丙い分解闌を分焼,・迎出し,それぞれの過程にあ、けろ接 
秤用分解楠の調製方法を硏究する.なわ,各温株遡程に六、け,3堆肥の化学我分の治炭を调:査す

神奈 川 & 試 そさい煩
愛知 IU 吳 試 麦
石！II 験 就 水稲
栃木 眺 廣 試 我席

41年度の腱験経過と祜果
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斉よび形与万法を見世すこと。

のこ肩堆定の病吉•発生防止効果についての志沙よぴ洲表,

-2 4 0一

2 3 林建枫械の性捷試験に闱する研究

23-!小形可は式誨編

1. 試段担当者

俄披得灰:山雖三平

機械第二硏究室:三时和男・平松 好•貽内正质

2. 試公目的 ^

休栗作業・の倒柜匕が・些するにつれ•外国席の冬作らず闰渉林燃披;ニおいても.网一種類に 

顼する林装棣械が多效社の手で用作されるようになって&た。•これらの间ー狂類多数榴丙の林業 

横械が,はたして,林粟生産の労偷生産性の向上に役立つのみならず全林業目的に・適合するとい 

5 .林淺滋械としてガつべき基本性能をそなえているかどうか.その削定に役立つ性能基準を確 

立しておくことはきわめて也要なことといわねばならない。すなわち・これによりユーザは林業 

浪械の適正なる選択に役立たしめることができ.またメーカは怵关機械の改良の貝体的な技術資 

片を理待て•さるほか•林業・機械の規格統一に役立ち•林業機械の全林業目的に克合った嵌械性能 

の向上にR献でき,ひいては林斐の生産性向上に日献せしめようとするものである.

3•前年度までの経過とえられ結票

林業機械研究から林業根械普及にいたるまでの基本になるべぎものとして.この種の性能試験 

が一以せる思想のもとに国堇林業滅験場の手で実行されることが,きわめて必要であるとの灾際 

普繰^にもとづく ［飾のもとに.この試験研究に必要な侃気的凋定計;な価,、!:び性能試験装置の創案 

试作を.一般会計試験研究機械購入費の疣助を丸て.昭初5 5年来故年にわたり進備をす十めて 

きた。昭和5 7年:ていたり,海外からのチェンソーの輸入戒種が増加し,その選択の必要に・ま 

られた林野庁枭務課からの耍望および民有林機械閃係者,ユーザ等の要望もあって.林楽試験楊 

で独自に考建した動刀灘fe能試験装般による内外:貝チェンソー各機の性能忒験を圖始した。

•この動力绛性能試旅装脸は.内外諷各睡のチェンンーを,まったく同一条件で,エンジン回転 

は,ナエンソー送り速度あるいはソーナエンの種預等を任彦に選択して.冋一樹種同一材稲のほ 

,们可一喚糸ナ片邦潔木材を制断させ.その実際に木材を:^新する時のトルク,馬力»概料消 

費M： •回駁数.踞断速度の測定を可能ならしめるもので,田内のみならず海外ておいてもその例
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